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気候変動を考慮した荒川における水量・水質の将来予測
Future Projection of flow regime and water quality in Arakawa river basin
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CREST研究領域「持続可能な水利用を実現する革新的な技術とシステム」の研究課題「気候変動に適応した調和型都
市圏水利用システのム概要」(代表：東京大学　古米弘明教授)では、従来の都市水利用システムを見直し、気候変動に
適応可能な新たな都市圏水利用システムを提示することを目的とした研究を行っております。対象フィールドとしては、
日本の荒川流域とベトナムのホン川流域という、モンスーンアジア圏にあって経済や人口の成長段階が異なる二つの都
市圏流域を選定し、それぞれに適した水利用戦略を多角的に検討しています。本研究の特色は、多角的な観点から都市
水利用システムを評価する総合的なアプローチにあり、研究グループは、1.流域水資源グループ、2.都市雨水管理・利
用グループ、3.都市地下水管理・利用グループ、4.水質評価グループ、5.都市水利用デザイングループの 5つから構成
されています。
　本発表では、この研究課題の中の流域水資源グループが取り組んできた「気候変動を考慮した荒川における水量・

水質の将来予測」に関する成果や都市地下水管理・利用グループとの連携事例などを紹介する予定です。

キーワード: 気候変動,流域水資源
Keywords: climate change, water resources

1/1


